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　　　　　　　　　　 【目的】

社会的随伴性の代表的もの に、協、力行動の 随伴性 と競

争行動の随伴性 がある。集団社会生活に おい て は、仕会的

随伴性を適 9］に弁 別 し、適切 な行 動を遂行する こ とが必要で

あ る，松 岡 ・野 呂〔2001）は高次条仲陰弁別 の 枠 組 み を用 い て

相 互 援助行 動 の 形 成を行っ た。高次条件性弁別による随伴

性 の 分析 と、弁別刺激の 視覚的な提示は随伴性弁別を

促すと考えられる。本研究で は、競争と協力 の場面を設

定して それ ぞ れ の 随伴性に応 じた行動 の 遂行 の ために

必 要 な変数を検討 するこ とを目的とした v また、高次条件

性弁別 の 枠組み で 随伴性を分析し、弁別刺激を視覚的

に示す こ とで 、弁 別 が促進されるか を検討した。

　　　　　　　　　　　【方法】

1 参加児　広汎性発達障害と診断された研究開始時生

活年齢 6 歳 9 ヶ月 の 男児で あっ た、生活 年齢 5歳 9 ヶ 月 に

行っ た WPPSI の 結 果 は、全検査 IQ99、言謡 生IQ71、動 作

性 IQ129で あ っ た。

2 セ ッ ティン グ 参加児とSTが机を隣り合わせ て 着席し、

机上、に提示されたプリン ト形式 の 計算課 題 に解答した 。 ア

セス メン トの 結果から、2 桁
．
ト1 桁で くり Lが りの ある加算

20問を計算課題として用 い た。ST の正答数は統制した．

3 乎続き 3 分閙を 1ブ P ックとし、試行終了後に指導者

が 丸っ けを行い 、正誤の フ ィ
ー

ドバ ッ クを行 っ た。

灘 生 競争場面と協力揚面 の 2つ の 随伴性を設

定して、それぞれ で の パ フォ
ー

マ ンス を評価した n 場面の

設定を Table1に 示 した。

　　　　　Table1 競争場面と協力場面の設定

標的行動

5 実験デザイン 各 トレ
ー

ニ ン グ条件の 前後に、分化強

化条件を実施する反転デザイン を用 い た ，また、分化強

化条件にお い て は、競争随伴性条件恊 力随伴性 条件に

つ い て条件交替デザイン を 用 い た．

　　　　　　　　　　 【結果】

　計算課題に お ける参加児 の 正 答数 と、ST へ の 教示数

の推移を Fig．1に示した。随伴性弁別トレーニ ン グを行っ

た後 の 分化強化条件にお い て、協力場面で の み援助行

動 の 始発 が みられた 。 競争・協力随伴性混在条件にお い

て は 、 文宇カ
ー

ドを用 い るこ とにより、同じチ
ーム の ST に

対して の み援助行動を始発 した。
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強化条件

競争　 ST より多く正答（14間以 上）　 援助しない

協力　　　二 人 とも 9問以上正 答　　ST に対して 4 問

　　　　　　　　　　　　　　　　 以 上援助する

援助行動の 集中トレーニ ン グ 条件 協力揚 面 の み を実施

した 。 指導者 は参加児が s
「r に対して援助行動を始発す

るよう教示 した、

随｛： 性弁別トレーニ ング条件 競争と協力の 弁別を獲得

することを目 的として 実施 した e 随伴性に関する教示は文

字を用い て 視覚的 に提示 した 。

一 生 参加児と ST3名を 2 チーム

に分け、合計正答数 の 多い チ
ーム に強化を与えたn

文字カ
ー

ド提示条件 混在条件の 試行前に、文字カー一
ド

を用い て随伴性を視覚的 に提示した。

4 従属変数 課題 の 遂行 の 指標として、参加児の 正答数

を記録した。また、援助行動の指標として、ST に対する教

示数を測定した。
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Fig．1 計算課題の IE答数（上）と援助行動数（下 ）の 推移

　　　　　　　　　　 【考察】

本研究に お い て 、 参加児は随伴性 の 導入 や援助行動

の 教示 の み で は随伴性 に の っ とっ た 行動 の 遂行 に 困難

があるこ とが示唆され た。援助行動を機能化し、維持・強

化するた め に は 、随儚睦を弁別 した 上 で 援助行動 を遂行

することが必要 で あると考えられる、，随伴性弁別トレ ーニ

ン グで は、競争 ・協力 の 各場而、他者の 課題遂行状況を

視覚的に提示 した。この 結果 、 複数の 弁別刺激を予がか

りとして機能するようになり、それぞれ の 随伴性に応じて

援助行動 の分化が可能となっ たことが推測され る。 また 、

競争
・協力随伴性混在条件に お い て も、随伴性を視覚的

に提示することに よっ て、援助行動 が 分化した と考えられ

る。しかし、参加児 の 行動は 「競争の ときは教え ない ↓
「

協

力の ときは教 えて あげる」とい うル
ー

ル に 基づ い て援助行

動を始発 した ル ー
ル 支配行動とも考えられる。また、相手

の パ フ A．・一．・マ ン ス を変化させ た 場合など、より日常に近 い

文脈にお い ても随伴性に応じた彳亅動 が遂行 で きるため に

必要な変数を検討 ポることも必要である。

　　　　　　　　　　　【文献】

松 岡勝彦・野 呂文行 （2001）発達 障害者にお ける相彑 援助行

　動の 形成に 関す る研 究
一一

条件 性弁別 の 棒組み を用い た予 備

　 的検 討一．心 身障害学研 究，25，1−12．

鑑 厂

ロ7」四＿読う；、一．［ ” He 孀 再1　　　　　　　　　
「ロ沸

一 107一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


